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イギリス帝国がアフリカに恩恵と秩序をもたらす存在であるとの考えは固持してい
た。過度の抑圧や搾取からアフリカ人を保護しその福利の向上をもたらすことができ
るのは、イギリスをおいて他にはない。本稿が扱う時代を通じて、この認識がAPS
の「人道主義者」の間で変わることはなかった。そうである以上、この時期のAPS
の「人道主義」を帝国支配に対するアンチ・テーゼとみなすことは適切ではないだろう。
　最後に、今後の課題を述べておきたい。第一に、本稿は、19世紀後半から20世紀
初頭にかけての「人道主義」を同時代のさまざまな思想との関連で理解しようと努め
てきたが、この点についてはまだ検討すべき課題は多い。その一つとしては、例えば
ジョン・ラスキンの影響がある。周知のように、ラスキンの思想は、世紀転換期のイ
ギリスにおいて、理想社会の建設とそれを道徳的な力によって実現しようとする多く
の知識人たちに広範な影響を及ぼしていた60。そのひとりがホブスンであり、ホブス
ンの思想形成にラスキンが果たした役割はよく知られている61。ところで、南アにお
ける帝国主義の認識においてボーンとホブスンが思想的に強い共鳴関係にあったこと
は既に述べたが、もしそうであるならばボーンもまたラスキンから何らかの影響を受
けたと言えるのだろうか。ラスキンは進歩と物質生活を批判したが、こうした主張は
ボーンの思想と共通するところがあるようにも思える。例えば、アフリカ人社会のあ
るべき姿を土地に依拠した共同体として理念化し、これを鉱山で賃労働に従事する生
活と対比して肯定的に評価するというボーンの認識は、中世世界を範に進歩主義と物
質主義を批判し、有機的で倫理的な社会を理想としたラスキンの思想と重なり合う部
分があるようにも見える。この点についてはさらなる調査を行う価値があるだろう。
　第二に、「人道主義」をアフリカ人の視点からも検証する必要がある。本稿で取り
上げたAPSの「人道主義者」たちは、いずれもイギリスに在住する白人である。そ
の意味で、本稿が明らかにしたのは、あくまでも白人イギリス人の立場から見たある
べきアフリカ人社会と先住民の福利についての考え方に過ぎない。しかし、白人イギ
リス人が考えるアフリカ人社会の理想像が、アフリカ人自身が考えるそれと一致する
保証はない。むしろ、多くの点において、両者の間には懸隔があったと思われる。実
際、「人道主義者」は、現実の問題に対する具体的、建設的解決策を示すことなしに、
自らの理想を語ることも多かった。例えば、ボーンは出稼ぎ労働を批判する一方でア
60　高田実「ニュー・リベラリズムにおける「社会的なるもの」」、小野塚知二編『自由と公共性―
介入的自由主義とその思想的起点』日本経済評論社、2009年、96―98頁。
61　光永雅明「社会思想のあゆみ」、木畑洋一、秋田茂編『近代イギリスの歴史―16世紀から現代
まで』ミネルヴァ書房、2011年、350頁。
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フリカ人の結婚制度を擁護したが、この二つの立場は理論のうえではともかく現実に
は容易に両立しうるものではなかった。婚資を例にとると、南部アフリカでは1896
年から98年にかけて牛疫（リンダーペスト）が流行し、婚資となる牛が激減した。
その結果、牛の価値が高騰し、アフリカ人男性は婚資を獲得するためにますます出稼
ぎ労働への依存を強めていった62。かかる状況において、アフリカ人の結婚制度を擁
護しつつ出稼ぎ労働を非難するのであれば、出稼ぎ労働に代わる婚資獲得手段を提案
すべきであるが、ボーンはこの問題について何ら発言を残していない。現実よりも理
論に依拠した白人「人道主義者」たちの主張を、当のアフリカ人たちはどう評価して
いたのだろうか。両者の見解を比較、検討することで、帝国支配との関係における「人
道主義」の歴史的特質をより明確に理解することができるはずである。以上のような
課題に取り組むことで、「人道主義」研究の射程をますます広げていくことが今後の
課題である。
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